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1．施工部会の構成と目的

施工部会は 6委員会と部会の幹事会にあたる運営連
絡会で構成されている。
6委員会は下記の通りであり，それぞれ特化した専

門的な活動を行っている。
①建設副産物リサイクル委員会
②除雪技術委員会
③災害復旧技術委員会
④橋梁架設工事委員会
⑤大口径岩盤削孔委員会
⑥機械経費委員会
各委員会活動は後述する。
施工部会の活動方向は，これらの委員会名称からも

判るように，一般的な施工ではなく，自然環境や非常
時要求，希な施工など特定要件への対応，特殊機材の
用い方，それらに関するものも含む機械関係経費の検
討などで，施工全体から見ると特殊性のある補完的技
術とされるものの体系化と整理にある。
それぞれの委員会活動は専門性の高い施工経験を基

として，施工条件の整理や施工リスクの洗い出し，適
応機材の特性把握，経費等の算出・整理などを行って
いる。

2．施工部会の沿革

施工部会は，協会発足当初からあり，当初は分科会
を設け建設機械耐用年数・償却費稼働時間・維持費，
機械化施工現場実態調査，土工費構成基礎とスクレー
パ歩掛等の機械化施工の基礎的な調査研究を行ってい
た。その後，昭和 35 年頃から各種委員会が設けられ
多くの調査検討がなされ，平成 16 年に現在の施工部
会となった。委員会はその時代に応じたものが開設さ
れており，直近では「情報化施工委員会」，「大深度地
下空間施工技術委員会」も当部会活動に含まれていた。
平成 28 年度より当協会内の委員会等の組織改編が行
われ「i-Construction 施工による生産性向上推進本部

（令和元年より i-Construction 推進本部）」に「情報化
施工委員会」は移管された。また，「大深度地下空間
施工技術委員会」のように特殊空間の施工技術の検討
が進められたが，技術的に一段落し当面の活動を休止
しているものもある。

3．委員会活動

①建設副産物リサイクル委員会
建設副産物とは，施工に伴って発生する捨土と呼ば

れる搬出土や解体に伴うコンクリートガラ，伐採に伴う
廃棄木材などがあげられる。これらの場外処分は環境
負荷を増大させる可能性もあることから，その低減を
図る目的で建設副産物の現場内再利用を進め搬出量の
削減を図ることを建設副産物リサイクルと称している。
建設機械に建設副産物リサイクル系機械と呼ばれる
自走式土質改良機やコンクリートガラ破砕機，粒度調
整を行う自走式ふるい機，木質系破砕機などが在り，
副産物リサイクルに供されている。しかし施工にこれ
らの特殊機材を正しく用いるための情報が十分ではな
く，過剰な期待や不適切な運用による不十分な結果と
なるものも見受けられるなど，施工現場における問題
点や課題が散見された。
当委員会では，これらの機材が適切に運用されるよ
うに使用指針を取りまとめている。使用事例が多い自
走式土質改良機や自走式ふるい機の使用に関する技術
資料の提供，副産物リサイクルの効果指標として「建
設副産物の現場内再利用による場外運搬の低減などに
よる CO2 削減効果簡易ソフト」の開発などを行い，
下記のように協会ホームページにて公開している。

（1）�「建設副産物の現場内再利用による CO2 削減効果
簡易ソフトの開発」

https://www.jcmanet.or.jp/sekou/recycle/20120210.
pdf

施工部会の活動と今後

玉　石　修　介

部会活動の歩み



87建設機械施工 Vol.71　No.11　November　2019

（2）「自走式土質改良機」技術資料
https://www.jcmanet.or.jp/new/2010/pdf/0203�
zisousikisiryo.pdf

（3）�スクリーン法の基礎「自走式ふるい機活用ガイド」
（2016）
https://www.jcmanet.or.jp/wp-content/uploads/�

2017/02/bb2638437f0adbfa0d511abc8fa7c969.pdf

②除雪技術委員会
道路除雪は雪国にとって社会基盤や生活基盤の機能

を支える行為であり，地域 ･季節・機材・運用ともに
限定的な条件下となる。当委員会は，道路除雪に関わ
る技術向上と安全施工に寄与すべく講習会に向けたテ
キスト内容を検討し，毎年秋期に行われる「道路除雪
講習会」の開催に協力している。

③災害復旧技術委員会
日本の災害は他国に比べ種類や発生頻度も格段に多
く，その被害は国民の生命 ･財産・生活環境に大きな

道路除雪講習会
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影響を与えることから，災害後の早期復旧は誰しもが
切望するものである。建設技術は復旧作業に大いに貢
献するものではあるが，一般的な建設施工とは異なる
施工条件面や段取り，安全要件なども乖離が多い。こ
のことから復旧支援となるように問題や課題の整理を
行い，状況に応じた機材や施工方法などの対応策につ
いて示せるよう継続的に検討を重ねている。
④橋梁架設工事委員会
橋梁（鋼橋・PC橋）の架設作業やメンテナンスに

伴う補修や補強作業の積算基準などを調査・検討しこ
れらをとりまとめるとともに，「橋梁架設工事の積算」
ならびに「橋梁補修補強工事積算の手引き」の発刊と
これに関する講習会として行われる「建設機械等損料，
橋梁架設，大口径岩盤削孔工法講習会」に講師協力を
行っている。

⑤大口径岩盤削孔委員会
大口径岩盤削孔とは，構造物の杭基礎用の掘削や地

下空間の構築施工に必要となる地盤や岩盤に対して行
われる大口径の削孔であり，当委員会ではこの施工に
関する積算基準などの調査・検討を行うとともに，「大
口径岩盤削孔工法の積算」として発刊し，これに関す
る「建設機械等損料，橋梁架設，大口径岩盤削孔工法
講習会」に講師協力を行っている。
⑥機械損料・機械経費検討会
建設機械は日進月歩の発展があり，能力向上のみな

らず排気ガスのクリーン化や騒音低減そして ICT 活
用，安全性向上などが進められている。当委員会は新
たな機材や ICT 施工の関連機材などの追加や一般に
使われなくなった機材等の削除を含め各種建設機械の
機械経費の調査及び検討を行い「建設機械損料表」と
して発刊している。

大口径岩盤削孔工法　講習会テキスト

「建設機械等損料，橋梁架設，大口径岩盤削孔工法」講習会

4．施工部会の将来像

平成 28 年より i-Construction が始まり従前の「情
報化施工」から大きく状況が変わる中で，施工部会は
情報化に縁が薄くなるようにも感じられたが，
i-Construction の進展とともに監督・検査要領の変更
や工種の拡大など土工事以外も情報化が必要となるこ
とが判ってきた。施工部会の各委員会は各々の特性と
情報化技術の融合を模索し，施工の近代化や施工履歴
データの活用などを図る方針も加え，それぞれの未来
形を目指したい。
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